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理事会報告

仮入会者紹介

◆第９回理事会

日時：２０２３年９月６日（木）１９時００分～２０時５８分

会場：川越商工会議所　２階　会議室

議案

第１号議案　９月例会（案）に関する件

第２号議案　未来を照らす夢の実現事業（案）に関する件

　　　　　　　　　　全議案とも、原案通り可決承認されました。

９２０２３

◆８月例会　８月定期総会・８月懇親会

日時：２０２３年８月１７日（木）

＜８月定期総会＞

登録・受付：１６：３０　開会：１７：００　閉会：１８：３６

会場：初かり亭　２階大宴会場

＜８月懇親会＞

開会：１９：０７　閉会：２１：０３

会場： 初かり亭　２階大宴会場

担当：総務委員会

　去る８月１７日（木）、初かり亭にて（公社）川越青年会議所

８月例会８月定期総会並びに８月懇親会を、総務委員会の担当に

て開催させていただきました。８月例会８月定期総会では、近隣

友好ＬＯＭの理事長をはじめとするメンバーの皆様、（公社）川

越青年会議所第６１代理事長を歴任された神戸光邦先輩をお招き

し、２０２４年度役員候補者並びに２０２３年度第一次補正予算

についてＬＯＭメンバーの皆様にご承認いただきました。

　第１号議案にて、次年度理事候補者として相原広明君が承認さ

れ、第２・３・４号議案では次年度監事候補者として、重成大毅

君、中島啓亨君、松本隆君が承認されました。続いて第５号 議案

から第１９号議案にて１５名の次年度理事候補者が承認されまし

た。そして、第２０号議案では２０２３年度第一次補正予算 が承

認されました。本総会の承認をもって、２０２４年度の新体制が

確立され、次年度に向けて素晴らしいスタートを切ることができ

ました。また、相原広明君による所信表明では、真心溢れる川越

の創造に向けた次年度への優しくも力強い想いを会場の皆様には

感じていただけたと考えております。

　そしてオリエンテーションでは神戸光邦先輩より、ＪＣに入

会してから考えが変わっていった経験や、コロナ禍によりメイ

ン事業が開催できなかった時の悔しさや、その時にぶつかった

壁など、メンバーの心に届くリアルな当時の想いと経験を語っ

てくださいました。会場にいたメンバーの気持ちが引き締まる

多くの学びを得て、８月定期総会を閉会いたしました。

　その後同会場にて近隣友好ＬＯＭの皆様、神戸光邦先輩にご

出席いただき、８月懇親会を開催させていただきました。第６

３代理事長樋口直喜君、次年度理事長予定者相原広明君、神戸

光邦先輩のご挨拶に始まり、次年度監事予定者の３名が紹介さ

れ、次年度監事予定者代表として重成大毅君よりご挨拶を頂戴

し、直前理事長渋谷巧君より乾杯の発声をいただき８月懇親会

が開会いたしました。歓談が盛り上がったところで改めて次年

度役員予定者を紹介させていただき、近隣友好ＬＯＭの皆様か

らご挨拶と次年度理事長予定者・内定者、専務理事予定者・内

定者のご紹介をいただきました。ご紹介に続き、今年は３年ぶ

りとなるエールも行い、次年度理事長候補者と予定者への激励

を会場全員で行いました。懇親会も終盤を迎え、若い我らを斉

唱し、仁平監事の大締めをもって閉会を迎えました。今年はエ

ールの復活も含め、（公社）川越青年会議所の定期総会として、

歴史と伝統を途絶えることなく継承することを目標として開催

させていただきました。近隣友好ＬＯＭの皆様と懇親を深め、

次年度へ向けて団結を図ることができたことで、今後の活動の

推進力へと繋がったと確信しております。

　８月例会８月定期総会並びに８月懇親会では、最高意思決定

機関として大変重要な場であることから、事前準備から例会当

日にむけて総務委員会メンバー一丸となって臨んでまいりまし
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～マッスルスポーツフェスティバル～の様子～マッスルスポーツフェスティバル～の様子

～マッスルスポーツフェスティバル～の様子～マッスルスポーツフェスティバル～の様子

細田　一太（ホソダ　カズタ）

事業所：株式会社細田土建　取締役

事業内容：建設業

事業所住所：埼玉県川越市中老袋３４６番地

◆会員チャレンジ事業　～マッスルスポーツフェスティバル～

日時：２０２３年８月３０日（水）

開会：１９：００

閉会：２０：４５

会場：農業ふれあいセンター　多目的ホール

担当：会員開発委員会

　去る８月３０日（水）、会員開発委員会では「マッスルスポーツフ

ェスティバル」をテーマとして会員チャレンジ事業を開催いたしまし

た。筋力トレーニングとチーム競技を掛け合わせた形の運動会を、委

員会対抗にスタッフチームを加えて今までにない形で開催いたしまし

た。２０２３年度も残すところ４カ月となり、今一度、委員会メンバ

ー同士の絆を深めていただき、年度内を走り切っていただくために開

催いたしました。また、入会歴の浅い会員メンバーが中心となって作

り上げる事業でもあり、来年度以降に活躍できる人財へと成長する機

会にもなりました。

　普段から体を動かすことの少ないメンバーも多くいましたので、ま

ずはラジオ体操で体をほぐし、筋力トレーニングで筋肉に負荷をかけ

体を慣らしていきました。競技は宅配便リレー、後ろ向きリレー、チ

ームの一体感が試されるムカデ競争、大縄跳び、合計４種目を実施い

たしました。最終種目の大縄跳びでは７０回を超える回数を跳んだ委

員会もあり、順位が入れ替わるなど、学生時代の体育祭を彷彿させる

盛り上がりでした。そして、仮入会者も多くご参加いただき、各チー

ムに配属させていただきました。協力し合い、競技に参加していただ

いたことで、コミュニケーションも多く取れたと実感いたしました。

引き続き　人でも多くの仮入会者を正会員へと導けるように、委員会

メンバー一同、全力で取り組んでまいります。

　８月末の残暑の厳しい時期、また空調設備のない体育館での開催と

いうこともあり、冷風機や業務用扇風機の貸し出し、クーラーボック

スや氷の提供といった形で、多くのメンバーのご協力もあり熱中症に

なった方も出ずに無事に事業を終えることができました。

　当日の設営では至らなかった点も多々あり皆様にはご迷惑をおかけ

いたしましたが、会員開発委員会として反省を活かし、今後の事業に

向け引き続き邁進していく所存です。ご協力いただきました皆様に心

より感謝を申し上げ、会員チャレンジ事業の報告とさせていただきま

す。誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　圭輔

樋口理事長の理事長挨拶樋口理事長の理事長挨拶
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次年度役員予定者紹介

２０２４年度理事長立候補所信

◆１０月例会

日時：２０２３年１０月１２日（木）

登録・受付：１８：３０

開会：１９：００

閉会：２１：００

会場：（株）日本エコジニア２F

　来る１０月１２日、（株）日本エコジニアにて１０月例会を開催

いたします。今年度、青少年開発委員会では、子どもたちの夢を描

き続けることの大切さ、自己肯定感を養うことを目的に活動してま

いりました。４月「あこがれる背中事業」では、伊佐沼公園にて、

まちの子どもたちに親のたくましい背中を見せることで、不安を取

り除き、力を合わせる大事さを学んでいただきました。また、川合

善明市長をお招きしての記念植樹を行い、将来に渡って子どもたち

の心に刻まれる大事な一歩になりました。７月例会では、実際に夢

が叶った方々から、夢はいつ頃から持ち始めたのか、親はどの様に

後押ししてくれたか、など夢の実現に向けたインタビューをしまし

た。それにより、夢を追い続けることの大切さや、夢に対する希望

と励まし方、親が共に協力してくれた姿勢をＬОМメンバーに学ん

でいただきました。９月「夢を語れる事業」では、ＣОＥＤОビー

ル醸造所にて２日間に渡り、子どもたちと一緒にキャンプを行いま

した。成功、失敗体験や、力を合わせて絆を育む大切さ、挑戦し続

ける事への大切さを子どもたちに学んでいただきました。実際に夢

の叶った場所として、ＣОＥＤОビール朝霧社長の案内でビール工

場の見学や、夢の実現に向けての貴重なお話を語っていただきまし

た。２日目には子どもたちの夢を発表してもらい、皆で応援するこ

とにより、自己肯定感を養い、夢や目標を持ち続ける事の大切さを

学んでいただきました。これら私たち青少年開発委員会が一年間心

を一つにして行った事業、例会の振り返りを行い、仮説に対する検

証を発表します。それにより、これからの川越の将来を担う子ども

たちの自己肯定感を高め、夢の後押しの一助となれます。委員会メ

ンバー一丸となって、皆様の持ち帰りの多い実り多き例会となりま

す様、内容の精査、設営準備を行っております。青少年開発委員会

の集大成となる１０月例会、ご期待ください。また、卒業生オリエ

ンテーションもございます。お世話になった卒業生のお話を聞ける

残り少ない機会です。是非、皆様のご参加お待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         古屋ナオキ

た。しかしながら、当日は設営や運営において反省点もござい

ました。こちらに関しては、委員会にてしっかりと検証し１２

月定期総会にむけて活かしてまいります。総務委員会メンバー

一同、更に絆と結束を深め、夢を語れる組織づくりに向け、引

き続き邁進していく所存でございます。ご協力いただきました

皆様に心より感謝を申し上げ、８月例会の報告とさせていただ

きます。誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席率　８４.０%

　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員長　堀籠　重臣

「真心を交わす組織づくり」

　(公社)川越青年会議所は、長きにわたり繋がりを培い、若さを源泉

とする活力でまちづくり運動を展開し続けてまいりました。我々はそ

の価値を理解し確実な組織運営をすると共に、関係する多くの人びと

と交流し、多角的で柔軟な発想力を身につけます。互いを信じて率直

に議論を交わし切磋琢磨することで魅力ある真心を交わす組織を実現

してまいります。組織を持続的に発展させていくためには、メンバ一

人ひとりが会員拡大の当事者意識を持ち、志を同じくする仲間を募る

ことが重要です。まちの人びとや未来のメンバーに(公社)川越青年会

議所の魅力を余すことなく伝え共感を得ることで、地域から必要とさ

れる組織へと成長してまいります。

「最後に」

　本年、(公社)川越青年会議所は埼玉ブロック協議会の会長を輩出す

るにあたり、メンバーが一丸となり盤石の支援体制を築いてまいりま

す。貴重な出会い体験をかけがえのない成長の機会とし、さらなる飛

躍に繋げてまいります。私はこれまで青年会議所を通じ他では代えら

れない多くの貴重な経験をさせていただきました。それらへの感謝の

気持ちを忘れず真直ぐな心で向き合い、第六十四代理事長として全身

全霊をかけて邁進してまいります。

　公益社団法人川越青年会議所　二〇二四年度

理事長立候補所信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 相原　広明

　

　現代では社会が目まぐるしく変化し、生活環境や価値観が多様化す

るにつれて、一人ひとりが持つ問題や課題もまた多岐にわたるように

なっています。そのような中で多くの人びとが目の前にある手の届く

範囲の事柄に集中し、広く未来に目を向けることが困難になりつつあ

ります。私たちは直面する様々な課題に対して広い視野を持ち、共に

手を取り合いながら乗り越え続けなければなりません。我々青年が率

先してひと、まち、組織に真心を持って向き合うことで、一人ひとり

が誰かのために行動しその積み重ねが連鎖する、真心溢れる川越を創

造してまいります。

「真心を育むひとづくり」

　一人ひとりが利他の精神を持ち積極的に行動を起こし続けるために

は、自らの考えをもち真正面から向き合う心を育むことが必要です。

自己研鑚を繰り返しストレッチした目標に向かい続けることで、自ら

が与える影響の輪を拡げ、地域から必要とされるリーダーへと成長し

てまいります。

　子どもたちが未来に希望を持ち続けるためには、信頼関係の中で互

いを認め合う心を育むことが重要です。個の力だけではなし得ること

ができない目標に仲間と支え合いながら取り組み、その成果や感動を

分かち合うことで心を通わせる経験をしていただきます。その経験を

もとに互いに心を開き協力して挑戦できる人財へと成長していただき

ます。

「真心が繋ぐまちづくり」

　まちが活気に満ち持続的に発展していくためには、多くの人びとが

心からの思いやりを持って主体的に行動を起こすことが必要です。川

越の自然環境に着目し、行政、諸団体、多くの人びとと手を取り豊か

な自然と共に生きるまちの姿を創造します。人びとが心に描くまちの

将来像を繋ぎ、形になる実感を持っていただくことで、人びとが主体

的にまちに関わる真心が繋ぐまちづくりを展開いたします。

　企業は自らの利益を追求するだけでなく、付加価値の高い商品やサ

ービスを提供することで、まちと共に成長していくことが重要です。

生産性を高めるために、様々な個性やスキルを持つ人財が活躍できる

仕組みづくりを推進いたします。多様な人財の力を集結し、新たな価

値を生み出す機会を創出することで、人びとに心から求められ真心が

繋ぐ企業へと発展してまいります。
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髙　橋　拓　也

上　田　俊　也

飯　島　将　史

山　田　圭　輔

重　成　大　毅

中　島　啓　亨
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海　沼　秀　幸

岡　安　秀　樹

肩を組んで、輪になって歌った、若い我ら肩を組んで、輪になって歌った、若い我ら


